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令和７年度 モニタリング結果を踏まえた今後の対応等について 

（戸田市都市公園（彩湖・道満グリーンパーク外８４公園） 

 

過日、通知のあった令和７年度モニタリング結果を踏まえた今後の対応等について、

以下のとおり報告します。 

今後の対応等 

【（３）利用者数向上への取り組み】 

 全体的に天候不良による利用者数が減っているなかでも、道満ドッグランは好調

を維持しており、スタッフによるきめ細やかな事業運営を継続してまいります。 

一方で、つり場の利用離れが顕著に進んでいることを改善するため、金魚つり場

では、初心者向けサポート体制（ガイドサービス）を充実させ、釣りやすく魚が多

いエリア（ビギナーゾーン）で釣り体験が気軽に楽しめることを積極的にＰＲし、

新たな利用者獲得による利用者数の増加を図ってまいります。また、へら鮒つり場

では埼玉県内の近隣つり施設と連携したスタンプラリーを実施しました。このよう

な新たな取り組みで参加施設間の周遊利用を促すイベント等を開催し、利用者数の

増加を図ってまいります。 

 また、ホームページやＳＮＳ等を活用し、イベントや利用案内などの公園情報を

提供する時期や内容を見直すとともに積極的な情報発信に努め、公園利用の促進を

図ってまいります。 

 

【（９）収支状況】 

 都市公園では樹木の高木化・老木化や、公園施設の老朽化等が著しく進行してお

り、公園維持管理費に係る物価や人件費の高騰が指定管理事業運営の収支に大きな

影響を及ぼしている状況です。 

収入面においては、「（３）利用者向上による取り組み」等で利用者数を増加さ

せ、収入の拡大を図ってまいります。 

一方で公園管理作業では、利用者の安全を第一に考え、樹木の管理や老朽化した

公園施設の修繕について必要な管理水準を確保するため、市と情報を共有しながら

危険度や緊急度に応じた優先順位を定め、計画的に実施してまいります。 

このような収入の拡大と、公園管理の作業方法や発注方法の見直しによる経費の

適正化を図り、収支の改善に取り組んでまいります。 

 


